
学校番号 3018

令和3年度　 理数科

科目 単位数  ２単位 年次 ２年次

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)

理数数学Ⅱ教科

使用教科書

副教材等

理数

数学B（数研出版）

サクシード数学Ⅱ+B（数研出版），NEW ACTION LEGEND 数学Ⅱ+B (東京書籍)

a:関心・意欲・態度

・主に提出物でもって評価
する。

c:技能

１年生で積み上げてきた高校数学の考え方をさらに発展させる。
「個別の問題のパターンを覚える学習」から「基礎基本を応用して多くの問題が解ける」力を養う。

理数数学Ⅱはα(４単位)とβ（２単位）に分かれています。
このシラバスは理数数学Ⅱβについてのものです。理数数学Ⅱβは、数学Bの内容について扱います。

よく、数学Bは「難しい」という声があります。そう感じる人は、主に２つの理由があると思われます。
①問題のパターンが多くあること
　これまで、「たくさん問題を解くことにより、パターンで覚えてきた」という人には、数学Bは難しく感じるでしょう。数学Bの勉強を
きっかけにして、早く「少ない基礎基本を確実におさえ、それを応用する」という勉強に切り替えることが大切です。
②演習量が少ないこと
　数学Bは週に２回しか授業がないので、どうしても演習量が不足しがちです。担当の先生に指示された課題をためこまず、家庭学習の時間
を確保してください。また土曜講習など、授業以外の講習でも数学Bの問題は多く扱う予定ですので、積極的に参加してください。
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b:思考・判断・表現 d:知識・理解

・公式等を適切に用いて、数列
の計算を行うことができる。

・公式等を適切に用いて、ベク
トルの計算や図形問題への応用
ができる。

・主に定期テストにより評価す
る。

・数列の基本となる考え方や公
式・用語等を、正しく理解して
いる。

・ベクトルの基本となる考え方
や公式・用語等を、正しく理解
している。

・主に定期テストにより評価す
る。

・数列に関する発展的な問題
を、試行錯誤することによ
り、学習した基本的な考え方
に帰着させることができる。

・ベクトルに関するの発展的
な問題を、試行錯誤すること
により、学習した基本的な考
え方に帰着させることができ
る。

・主に定期テストにより評価
する。

・学習時間を確保し、授業
の内容の定着を図ろうとす
る。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４　学習の活動

a b c d

①数列

②等差数列

③等比数列

④シグマ記号

⑤階差数列

⑥いろいろな数列の和

⑦漸化式と数列

⑧数学的帰納法

①平面上のベクトル

②ベクトルの演算

③ベクトルの成分

④ベクトルの内積

⑤位置ベクトル

⑥ベクトルと図形

⑦ベクトル方程式

①空間の座標

②空間のベクトル

③ベクトルの成分

④ベクトルの内積

⑤位置ベクトル

⑥ベクトルと図形

空
間
の
ベ
ク
ト

ル
⑦座標空間における図
形

数学B　まとめと復習

※　表中の観点について　

c:技能　　　

○ ○ ○

a:関心・意欲・態度

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、平面ベ
クトルに関する応用的な問題を解くこ
とができる

c:ベクトルに関する演算規則・３点が
１直線上にあるための条件を適切に使
うことができる

d:すべての平面ベクトルは、１次独立
な２つのベクトルを用いてただ１通り
に表せることを理解している

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、空間ベ
クトルに関する応用的な問題を解くこ
とができる

c:ベクトルに関する演算規則・３点が
１直線上にあるための条件・4点が同
一平面上にある条件・平面と直線の垂
直条件を適切に使うことができる

d:すべての空間ベクトルは、１次独立
な３つのベクトルを用いてただ１通り
に表せることを理解している
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○
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a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、漸化式
や数学的帰納法に関する応用的な問題
を解くことができる

c:等差または等比数列の形に帰着させ
て、「解ける」形の漸化式で表される
数列の一般項を求めることができる

d:数学的帰納法の原理を理解し、どの
ような問題のとき数学的帰納法を用い
ると有効か理解している

○

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

単元（題材）の評価規準

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:基本となる考え方を用いて、数列と
その和に関する応用的な問題を解くこ
とができる

c:与えられた条件を満たす数列の一般
項を計算できる。Σ記号を理解し、数
列の和を計算できる

d:数列に関する用語を理解している。
階差数列から元の数列の一般項が求め
られるしくみを理解している

○○
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主な評価の観点
評価方法

d:知識・理解

a:提出物に対して積極的に取り組んで
いる

b:数学Bで学んだ考え方を用いて、数
列およびベクトルに関する応用問題を
解くことができる

c:空間における図形の方程式を用い
て、図形の性質を調べることができ
る。

d:×
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期
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b:思考・判断・表現

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。

・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。
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・aについては主に、提出物で評価す る。
・b～dについては主に、定期テストで 評
価する。
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